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研究成果の概要（和文）：場所動詞や存在動詞、姿勢動詞が、名詞／形容詞述語文を形成するコピュラへと機能
を変化させたり拡張させることは、通言語的にみて十分にありうる。本研究では、バントゥ系諸言語の資料を精
査し、そこから得られたデータを対照させることで、バントゥ系言語のコピュラの機能の通時的変遷の解明を目
指した。
バントゥ系言語の記述資料を精査した結果、バントゥ祖語の*-baに遡る形式が、いくつかの言語で、現在の状況
を表す場所述語や、コピュラとして機能していることがわかった。そして、言語ごとの用法の違いから、この*
-baに遡る形式が、場所動詞からコピュラへの機能の拡張の途上にある蓋然性が高いことが判明した。

研究成果の概要（英文）：Cross-linguistically, locative, existential, and posture verbs tend to 
develop into general copulas covering nominal and adjectival predications. To reveal the process of 
diachronic change of copulas in Bantu languages, this study examined the data retrieved from written
 grammars and descriptions of Bantu languages. Consequently, I found that the use of reflexes of 
Proto-Bantu *-ba ‘be, become’ varies between languages. The functional variation of reflexes of *
-ba allows us to consider that it can take a diachronic path from locative to general copula, a 
cross-linguistically observable tendency.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
文法化と呼ばれる文法形式の発達は、離散的にではなく、一定の普遍的な傾向に沿って生じると考えられてい
る。文法化に関してどのような普遍的な傾向があるのか、また、どのようなプロセスを経て文法化が進展するの
かは、研究者の関心を集めるトピックの一つである。
本研究では、場所叙述や名詞／形容詞叙述に用いられる動詞に関して、バントゥ系の言語でも、世界のほかの言
語でみられるのと似た変化が生じている可能性が高いことを明らかにした。この研究の意義は、これまで見落と
されてきた個別言語の記述データに着目したこと、そうした記述データを類型論的な議論に落とし込んだところ
に集約できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
名詞や動詞といった内容語からある特定の文法機能を担う機能語（ないしは機能形態素）への変
化や、機能語がもつ機能の変化（ここではまとめて文法化 (Grammaticalization)と呼ぶ）は、世界
中の言語で報告されている。そして、こうした文法化は、離散的にではなく、一定の普遍的な傾
向に沿った形で生じると考えられている。文法化に関してどのような普遍的な傾向が認められ
るのか、また、どのようなプロセスを経て文法化が進展しうるのかというのは、言語の普遍性や
多様性を探る言語類型論研究の分野で、研究者の関心を集める大きなトピックの一つとなって
いる (e.g. Bybee et al. 1994; Heine & Kuteva 2002)。 
 
名詞／形容詞述語文を形成するコピュラ（例：「太郎は学生である」）に関しても、存在動詞や場
所動詞（（例：「太郎は家にいる」）に由来するというのは、通言語的によくみられることである 
(Faverey et al. 1976; Devitt 1990; Hengeveld 1992)。バントゥ系言語でも、ピジン・クレオール化し
たスワヒリ語諸変種で、もともと場所述語として機能していた形式が、場所だけでなく、名詞述
語文でも用いられるようになっていることが知られている (cf. Ashton 1947; Nassenstein 2015)。 
 
本研究がターゲットにするのは、こうした機能の変化である。上記のスワヒリ語諸変種の場合は、
形態的特徴や、スワヒリ語がアフリカの内陸部に拡散した歴史的背景から、その文法形式が経た
通時的変化を容易にトレースすることができる。しかし、このような、もともと存在動詞や場所
動詞であった痕跡が見いだせない場合でも、その機能や用法の偏り、また同源の形式の用法の差
異に着目した複数の言語変種の対照から、機能変化を経ている蓋然性が高いコピュラもある。 
 
例えば、スワヒリ語マクンドゥチ方言のコピュラ動詞-wa の完結形は、語彙集をみると、英語の
be 動詞の現在形 ‘is’, ‘are’ に対応するものとされている (Chum 1962/63)。しかし、実際の用法
は、主語の属性や性質、状態、いる場所を表す叙述文に限定され、主語の指示対象の同定のため
に用いることは、（基本的に）できない。また、このコピュラ動詞の使用は場所叙述文では義務
的な一方、名詞／形容詞述語文では随意的となる。このコピュラ動詞のもともとの用法は、場所
叙述であり、それ以外の用法は二次的に生じたと考えてみよう。この仮説は、存在動詞からコピ
ュラへの変化が生じる際に、まず叙述文で用いられるようになるという類型論的な観察と合致
する。また、コピュラ動詞-wa の名詞述語文における随意性も、名詞述語文における用法が比較
的最近生じたものであることの傍証とみなすことができる (Furumoto 2015)。 
 
場所述語文や名詞／形容詞述語文を形成する文法的ストラテジーは、基本的にすべての言語が
兼ね備えているが、どのようなストラテジーをとるかは言語によってさまざまである。これは、
歴史的系統関係を一にして、比較的似た言語特徴を持つとされるバントゥ系諸言語同士を比較
してもいえることである。バントゥ諸語のコピュラの類型的特徴は、研究者の関心を集めてきた
が(e.g. Gibson et al. 2019)、その類似性や多様性がどのような意味を持つのかという問いに対して
積極的に答えを与える研究はほとんどなされてこなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、バントゥ系言語のコピュラが、どのような通時的変遷を経て、現在観察される
用法を獲得するに至ったかを解明することにある。これにより、バントゥ諸語の場所動詞やコピ
ュラの多様性や類似性に対して、通時的視点から説明を与える。 
 
３．研究の方法 
本研究では、バントゥ系言語の参照文法や記述資料から、存在表現や場所表現で用いられる形式
がそれ以外の名詞・形容詞述語文で用いられる文法形式の否かに着目しながらコピュラのデー
タを収集する。この点に関する言語間の共時的な差異に基づいて、バントゥ系言語のコピュラが
辿ってきた通時的変化の普遍性と多様性を網羅する妥当な仮説を探ろうというわけである。 
 
４．研究成果 
バントゥ系言語では、コピュラや場所述語として、同源の形式が用いられる傾向がある (cf. 
Gibson et al 2019; Bernander & Devos 2022)。本研究では、このなかでも、バントゥ祖語に再建さ
れる動詞*-bá に対応する形式に着目した。この*-bá には、‘dwell, be, become’ という英語の訳が
与えられているが (Guthrie 1967-70; Bastin et al. 2002; Rose et al. 2002)、その用法は言語ごとに異
なる。ある言語では、もっぱら、時制やアスペクトを表す助動詞形成に用いられるが (cf. Botne 
1986)、一部の言語では、名詞叙述文や、場所叙述文の述語として用いられる。 
 
例えば、上述のマクンドゥチ方言の-wa は、バントゥ祖語の*-bá に対応する形式である。この-
wa の用法を以下の (1) に列挙する。なお、(1d)の通り、同定を表すのは、主語が 1 人称単数か 2
人称単数である場合に限られる。 
 



(1) マクンドゥチ方言 
a.  ka-wa   kiambo-ni   vao 
   SM1-COP.PFV village-16.LOC their.16 
   「彼は彼らの村にいる」（場所） 
 
b. ka-wa   uchi 
   SM1-COP.PFV naked 
   「彼女は裸である」（状態） 
 
c.  ka-wa   mwalimu 
   SM1-COP.PFV teacher 
   「彼（女）は、教師である」（属性） 
 
d. nyi-wa     hidaya 
  SM1SG-COP.PFV  Hidaya(PN) 
  「私はヒダヤ（人名）です」（同定） 

 
同形の述語は、スワヒリ語の別の方言であるトゥンバトゥ方言でも用いられるが、トゥンバトゥ
方言での用法は、もっぱら場所と状態の叙述に限られる。この述語の用法は、二つの方言の間で
異なるのである。 
 
-wa という動詞の完結形が、場所述語からより一般的なコピュラへの変化の途上にあると考えて
みると、マクンドゥチ方言とトゥンバトウ方言の違いは、それぞれの言語変種がコピュラ動詞の
機能の変化に関して、異なる通時的段階に位置づけられることを示すものと解釈することがで
きる。また、この仮説のもとでは、マクンドゥチ方言の同定の用法も、機能の拡張の結果生じた
ものと考えられる。この用法が、1 人称単数、2 人称単数の主語に限定されるのは、まだ機能の
変化が不完全であることを示す。 
 
これまでのバントゥ系言語の類型論的研究ではほとんど取り上げられてこなかったが、本研究
の調査の結果、ほかのバントゥ系言語でも、バントゥ祖語の*-bá ‘dwell, be, become’ に遡る形式
が、(1) に示したような用法をもつことがわかった。以下に、そうした言語と、それぞれの言語
における用法をまとめる。 
 
(2) *-bá に対応する形式を場所述語やコピュラとして用いる言語 

- 場所：マオレ語 (Rombi 1983)、マテンゴ語 (米田 2000)、マコンデ語 (Kraal 2005) 
- 場所、状態：マクウェ語 (Devos 2008) 
- 場所、状態、属性：ンデゲレコ語 (Ström 2013) 
- 場所、状態、属性、同定：マンダ語 (Bernander 2017) 

 
場所述語から一般的なコピュラへの変化という仮説は、スワヒリ語の方言間の違いだけでなく、
(2) に示した言語間の差異とも整合性がある。言い換えると、バントゥ諸語をより広くみても、
*-bá の機能変化には一定の傾向を見出すことができるのである。 
 
ここで取り上げたスワヒリ語の二つの方言と、(2) に示した言語の間では、*-bá に対応する形式
が、完了形 (perfect)、あるいは完結形 (perfective) に活用することで、現在の状況を表している。
この共通する形式的特徴も、機能変化に関して示唆を与える。多くのバントゥ系言語では、状態
変化動詞が、完了形や完結形に活用した場合、結果状態が表される。こうした結果状態は、復元
可能で非永続的、つまり一時的である(cf. Crane & Persohn 2019)。*-bá に対応する動詞が、こう
した状態変化動詞であるという指摘があるが (Bernander 2017; Furumoto 2022)、仮にその通りで
あるならば、*-bá に対応する動詞は、もともと一時性を強く含意する形式で、機能拡張の過程
で、その含意が徐々に失われていったことが推測される。実際、一時性を表す痕跡はスワヒリ語
マクンドゥチ方言や、マテンゴ語の記述にみられる (米田 2000; Furumoto 2022)。姿勢動詞や、場
所動詞に由来するコピュラが一時性を含意するというのは、バントゥ諸語以外の観察のなかで
も指摘があるが (Faverey et al. 1976; Devitt 1990; Verhaar 1995)、バントゥ系言語の*-bá に関して
は、その一時性を、動詞の語彙アスペクトと活用の組み合わせに帰することができる。 
 
これまでのバントゥ系言語の系統内類型論の研究においては、場所叙述や名詞／形容詞叙述を
表す形式にどのようなバリエーションがあるかという点に注目されていた。それに対して、本研
究では、それぞれの形式がどれだけのことを表せるのかという点に焦点を当てた。そしてその結
果として、*-bá に対応する動詞の通時的機能変化の道筋を描きだすことに成功した。 
 
バントゥ諸語をはじめとするアフリカの言語の多くは、歴史的資料が残されておらず、記述資料
を用いて、言語変化のプロセスを明らかにすることになる。こうした研究は、バントゥ諸語研究



では伝統であり、今なお盛んにおこなわれている (cf. Meeussen 1967; Bostoen et al. eds. 2022)。本
研究では、新たな切り口で言語の記述資料を見直し、通言語的な立場からの文法化研究も踏まえ
ながら、同源の形式の通時的な機能の変化のプロセスを描き出した。本研究の成果、そしてその
着眼点は、バントゥ諸語研究の伝統に対して、新たなインパクトを与えるものである。 
 
なお、バントゥ系言語のなかには、現在の属性叙述や、場所叙述に、*-bá ではなく、*-dì ‘be’ と
いう祖形に遡る形式に遡るものを使うものも多く存在する。それぞれの言語における人称ごと
の用法の違いや、言語間の用法の違いからは、この*-dì ‘be’ に対応する形式も、*-bá に対応す
る形式と同様の変化のプロセスを経ていることが考えられる (cf. Whiteley 1966; Jerro 2015)。今
後は、こうしたほかの形式に対する観察もさらに進めていきたいと考えている。 
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